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研究成果の概要（和文）：小中学校の保護者（Ａ県:4205名、Ｂ県:8086名)を対象とした食育アンケート調査の結果を
もとに、学校の食育展開と保護者の態度や食行動について解析した。食生活が変化した保護者は献立便りをよく読んで
いた。献立便りの掲載内容は主成分分析により4つに分類された。保護者の行動変容が起きていた学校の給食便りには
、食事内容に関する情報が多く掲載されていた（Ａ県）。また、保護者の食態度の変化の推移を検討した結果（Ｂ県）
、子どもが中学生になると保護者の子どもの食への関心度が低くなっていることが示唆された。全国7県において、平
成17年、21年、26年の11月の給食献立データベースを構築した。

研究成果の概要（英文）：The effects of bringing nutrition teachers and shokuiku at schools on dietary 
behavior of guardians were analyzed based on a data base by survey with the questionnaires of shokuiku 
toward guardians in A prefecture (n=4205) and B prefecture (n=8086). The guardians who changed to better 
dietary behavior more often read school lunch letters (A prefecture). By principal component analysis 
about information of school lunch letters, the information of school lunch letters were classified to 4 
categories. The school lunch letters to be distributed at the school that more guardians changed to 
better dietary behaviors contained more information about diets. The attention of the guardians to their 
children decreased when their children entered to junior high schools (B prefecture).The database of 
menus of school lunch in November 2005, 2009 and 2014 were assembled　in each seven prefectures.

研究分野：栄養教育、食育、行動科学

キーワード： 食教育　学校給食　栄養教諭

  ３版



1．研究開始当初の背景 

2005 年の食育基本法に従い、全国において

食育推進活動が様々なフィールドで実施され

ている。食育基本法においては、学校での食

育を推進するために、栄養教諭の導入が推奨

され、2008 年には全県において栄養教諭が導

入された。また2008 年6 月に改正された学校

給食法では、栄養教諭が学校における食育推

進の中心的役割を担い、担任教諭等と連携し

て学校給食を「生きた教材」として活用しな

がら積極的に食育を推進することが新たに追

加されている１）。 

しかしながら、栄養教諭制度が導入される

ことによってより食教育にシフトした計画的

な給食献立作成が推奨されるなか、学校給食

法の改正後、どれくらい教材としての観点が

給食の献立内容に反映されているのか、ある

いはその献立を活用した給食時間等での食指

導が行われてきているのか、学校での子ども

達への食育や学校から出される様々な食育の

情報が家庭にどれくらい波及しているのかに

ついての現状把握はなされていない。 

 

2．研究の目的 

本研究は、栄養教諭制度の導入や食育本法

の策定、学校給食法の改正によって学校給食

をめぐる環境が大きく変化したこの10年間の

給食献立の内容の変化を時系列的に比較し、

栄養教諭制度導入により学校における給食が

どのように変わってきたのか明らかにする。 

また、栄養教諭制度導入によって展開されて

きた学校での給食を活用した食教育がどのよ

うに家庭に波及しているのかについて、2県の

小中学校の保護者（12291人）を対象とした大

規模断面調査結果をもとに検討し、栄養教諭

制度導入や学校給食法の改正後の食育展開の

波及効果を評価するとともに、献立作成にお

ける給食を生きた教材として活用できるよう

な献立作成に有用な食の観点や意識と給食を

教材とした食指導の展開法について明らかに

する。 

 

3．研究の方法 

(1)研究実施にかかわる研究会の設置 

本研究実施に当たり、全国7県の小中学校の

栄養教諭からなる調査研究会を県ごと(約10

名／県)に設置した。 

(2)学校での食育波及効果の評価 

栄養教諭制度や学校給食法の改正によって

実践されてきた給食を中心とした食育効果に

ついて、これまでに構築した2県の保護者

12291人（Ａ：4205名、Ｂ：8086名）を対象と

した大規模断面調査のデータベースをもとに、

給食を通じた食育の家庭への波及効果を評価

した。 

(3)過去10年間の献立表の収集とその内容の

データベースの構築 

学校給食をめぐる体制が大きく変わったこ

の10年間の給食献立内容の変化を解析するた

め、平成17年、21年、26年の3年間の中の11

月の毎日の学校の献立表を全国7県（福島、石

川、岐阜、滋賀、香川、広島、鹿児島）にお

いて収集し、献立表から、献立内容(栄養提供

量や使用した食材名、産地、主食・主菜・副

菜の分類、アレルギー食品の使用有無、食育

の6つの観点、教科との連携、給食時の指導の

有無等) についての全国共通データ入力フォ

ーマットを作成し、入力作業についての各県

で講習会を行った後、各県ごとにデータを入

力し、データベースを作成した。 

(4)統計解析 

 エクセル統計およびSPSSver21(IBM,JAPAN)



を用いてχ二乗検定、主成分分析等を行い、

危険率5％をもって有意差ありとした。 

 

4．研究成果 

(1)これまで構築してきた 2県の研究会を、さ

らに 5県をくわえ、各県での研究会を創設し、

研究実施のための研修会を各県において年 2

回実施した。献立研究の調査のために、収集

するデータ内容について 7県の研究会の責任

者での班会議を実施し、データ内容の統一化

を図るとともに、各県での研究実施体制を確

保した。 

(2)Ａ県(4205 名)の保護者の食育アンケート

データベースをもとに、学校からの情報発信

ツールである献立便りの保護者の食育意識と

食生活に及ぼす影響について解析した。 

 これまで我々は、献立便りをよく読む保護

者ほど、家庭での食生活が変化しており、給

食便りを学校から発信することは、児童・生

徒の保護者の食生活の変容に有効であること

を報告してきた２）。献立内容のどのような情

報が保護者や家族の食生活を変化させている

のかについて検討した。保護者の食行動の変

化上位の 5項目「野菜を多く食べる」「季節の

食材を使う」「給食の話が増えた」「食品選択

を考える」「みそ汁の具を増やす」と読んでい

る内容との関連をみると、食行動に変化のあ

った保護者は、献立便りに記載されていた項

目分類（献立名、使用食品名、料理の作りか

た、地場産物、食品安全性、季節の話題、学

校行事、食育の取組、健康情報、食文化、ア

レルギー）の中のほとんどの項目において、

これらの内容をよく読んでいることが明らか

になった。 

 献立便りに掲載されている内容をより詳細

に検討する為に、県内２０校の 1 年間の献立

便り記載されている内容を５５項目に集約し

たのち、主成分分析を行った結果、４つの成

分が抽出され、「食に関する総合的情報」「食

事内容に関する情報」「咀嚼・歯・カルシウム

に関する情報」「食文化に関する情報」と命名

された。各学校間で、「食に関する総合的情報」

と「食事内容に関する情報」の２軸でプロッ

トを行った結果、学校によって掲載される内

容に偏りが見られた(図１)。 

 

また、因子プロットによって分類された４

つのグループの学校で、保護者の食生活の変

化をみると、３時象限（食事の内容に特化し

た内容が多い）にある学校の保護者において、

「味噌汁の具を増やす」行動に変化した保護

者が有意に多かった（ｐ＜0.05）。 

 以上のことから、学校から出される給食便

りが保護者の食行動を変容に有効であり、特

に食事の内容についての記載があることによ

って、保護者は給食便りを読み、保護者の食

行動が具体的に変わることを明らかにするこ

とができた。 

 また、B 県(8086 名)の保護者のデータベー

スをもとに、子どもの校種と保護者の意識の

図１．主成分による各校の位置付け
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変化について検討を行った結果、

る」「味噌汁の具を増やす」「食品の選び方を

考える」等の意識は、子どもの校種間（小学

生か中学生）に関係なかったが、子どもが大

きくなるにつれて、「季節の食材を使う」「間

食のと

「家族で買い物に行く」が有意に低くなって

いた。小学生のみを持つ保護者では、「子ども

だけで食べさせない」「食事のマナーを注意す

る」等の意識が有意に高く、中学生のみの保

護者では、「料理を一品増やす」「主食・主菜・

副菜をそろえる」「野菜を多く食べる」「家族

で食について話す」「

事食や伝統食を作る」「家庭での給食の話をす

る」が有意に低くなっていた

 

図２．子どもの校種間における保護者の意識
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